
令和５年度 山の手地区地域福祉懇談会（新年度打合せ会議）報告 

 

福祉懇談会（山の手地区） 

 

日時：令和 5 年 5 月 31 日（水）19:00～20:10 

会場：小須戸地区ふれあい会館 

出席者 

山の手コミ協：横山会長、保科事務局長、春日事務員 

防災・防犯部：坂野部長、古泉副部長  環境部：高野部長  福祉部：五十嵐部長 

健康スポーツ部：五十嵐部長、白木副部長  ふれあい事業部：村上部長 

自治会：加藤会長（松ヶ丘）、村上会長（矢代田南）、坂井副会長（矢代田中央）、 

    阿部会長（矢代田北）、木伏会長（矢代田第 12）、小柳会長（舟戸 3） 

小合・金津・小須戸圏域支え合いのしくみづくり会議：桒山構成員 

秋葉区社協：横山事務局長補佐、藤田、吉岡 
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○防災・防犯（コミ協）について 

 ・防犯学習会、防災視察研修、合同防災訓練を計画している。 

 ・自主防災との避難訓練を検討したい。 

 ・防犯にも力を入れ、交通安全週間（秋）に合わせて、企業と連携し、ステッ 

カーを車に貼った防犯パトロールを行う。 

 

○防災（自治会）について 

 ・コミ協主催の合同防災訓練に参加している。 

 ・緊急連絡網の実施は難しく、現在は班長間での実施をしている。（松ヶ丘） 

 ・３年がかりで全世帯の名簿を揃えたが、個人情報が難しい。名簿は防災訓 

練で活用し、全世帯の安否確認ができた。（矢代田南） 

 ・集団での避難が難しい。自力で避難できない人など、援助が必要な人の把 

握が必要であり、確認のための訓練も必要である。（矢代田中央） 

 

○防災の取り組みの継続 

○自主防災との連携 

○企業との連携 

 

 

 

○避難行動要支援者への対応の検討 
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 ・避難所が新津南高校であるが、部活動などをやっていると訓練で学校を使 

うことができない。避難する場所で訓練できると良い。（矢代田第 12） 

 ・連絡網は作っている。（舟戸 3） 

 

○自治会活動・交流について 

 ・子どもたちとは通学時に挨拶をしあったり、ラジオ体操や花植えで交流が 

ある。 

 ・１年毎に役員が交代となり、毎回リセットになってしまう。 

 ・隣近所の助けあいが基本となり、班が核となる。 

 

 

 

 

 

○役員引継ぎの工夫 

○地域のつながり作り 
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○交流について 

（ワンコインこいてば酒場） 

 ・会議からではなく、視点を変えて視察から事業につなげた。 

 ・年齢を問わない交流の場にしていきたい。 

 ・それぞれやりやすい形で参加し、年代を越えた交流ができる場を作り、つ 

ながりを深めたい。 

 ・ワンコイン事業を地区内で知っている人が少なく、自治会長の皆さんから 

  も事業を知ってもらいたい。 

（健康スポーツ） 

 ・参加者が決まってきているが、地域の人が楽しめるように続けていくこと 

も大切である。 

 

○人材育成・若い世代の参加について 

 

○周知方法の検討 

○参加する仕掛けの工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもたちと一緒に行う取り組みの継続 
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（おせち料理（歳末たすけあい弁当）配食事業） 

・歳末時の配食事業では、３年間継続してボランティアをしてくれている中 

学生もいて、喜んで一緒に訪問してくれている。 

（ふれあいまつり） 

 ・今年の中学３年生が小学生のころから今の形の祭り（見る祭りから参加す 

る祭り）になった。これからは、ボランティアの参加などで中学生や保護 

者も取り込んでいきたい。 

（環境） 

 ・花いっぱい運動は、年間を通じて、子どもたちと地域のボランティアの協 

力のもと、きれいなまちづくりを継続している。 

 ・地域の子どもたちは、前向きで元気がよく、素晴らしい。一緒に活動する 

ことは、気持ちが和らぎプラスが多く、今後も広げていきたい。 

 ・地域の特色を生かし、里山をフィールドにした事業を展開し、つながりや交 

流を通じた育成をしていきたい。 

 （除雪） 

 ・除雪活動に若い人が入って来ず、活動者が高齢になってきたことから、昨 

  年から除雪活動をやめた。（舟戸） 

 

○後継者育成の検討 

○さらなる活動の広がりに向けた活動内容や 

人材の取り込みの検討 

支
え
合
い
の
し
く
み
づ

く
り 

 

○周知について 

 ・具体的な行動が見えないと、支え合いのしくみづくりを知らない人も多い。 

 ・様々な活動を色んな人に知ってもらうことは大切なことである。 

 

○地域のつながりについて 

 

○取り組みが見える周知の工夫 

 

 

 

○将来につながる仕掛けのある活動の検討 
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 ・コロナで地域も随分変わり、地域の中で顔が見えなくなり、挨拶をする機会 

がなくなってきた。 

 ・無関心な人も多く、また、権利やプライバシーは主張し、大都会のようで 

悲しい。 

 ・様々な活動が将来につながるので、それには将来を視野に入れた仕掛けが   

大切である。 

 

 

そ
の
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○会議について 

・会議の持ち方に工夫が必要である。 

 

 

○取り組みにつながる会議の持ち方の工夫 


